



































第 1繍 国際法上の既判力原則- 原則の内容の探求 (pp.1ト73)
第1草 ｢既判力原則- 国際法の現実｣ (pp,15-44):国際法上の既判力原則はロ-マ法



































の理由付けは形式的でしかない (p.90)o同時に,対物訴訟判決 (lesdecisionsm-n yem ≫)
の ｢対世的｣効果を認める学説もあるが,領域権原の対世的性質と判決の対世的効果は別
個のものである (p.103)o次に,｢事項的｣(Tlationemale/7'ae)要件として r請求｣と ｢請
については,裁判所が訴訟の目的･対象 (objet)を ｢解釈する権肯EJを有することから,






























































4)li/I-sconledal'0 ｢争点の決定,争点決定｣o柴LJ九億 『法律ラテン語辞典』(f]本評論社 1985
年)210頁D
6(フ








































































































































































































い,という点につき,拙稿 ｢国際裁判における権限橡趨論 (ニト 完｣法学論叢150巻 5号 (2002
年)127-128頁参照.
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